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外来生物の
輸入に
ご注意ください
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〈 環境省自然環境局野生生物課外来生物対策室 〉

～侵略的外来種による被害を予防するために～ 

外来種は人間生活と密接にかかわりを持っていることが多く、その問
題は日常生活に密着した問題であるため、国民の皆様一人一人のご
理解と、適切な対応が求められています。外来種に関わる際には、こ
の３原則を心にとめ行動することが重要です。 

悪影響を及ぼすおそれのある外来種を
自然分布域から非分布域へ「入れない」

入れない1

飼養・栽培している外来種を適切に管理し「捨てない」
（逃がさない・放さない・逸出させないことを含む） 

捨てない2

既に野外にいる外来種を他地域に「拡げない」
（増やさないことを含む）
拡げない3

外来種被害予防３原則

ウチダザリガニ

ウシガエル

チュウゴクモクズガニ（上海ガニ）

【 成 田 国 際 空 港 】
【 中 部 国 際 空 港 】
【 関 西 国 際 空 港 】
【 福 岡 空 港 】

成田自然保護官事務所
中 部 地 方 環 境 事 務 所
近 畿 地 方 環 境 事 務 所
九 州 地 方 環 境 事 務 所

TEL： 0476-32-9072 
TEL： 052-955-2139
TEL： 06-4792-0706
TEL： 096-322-2413

外来生物法のしくみ

正式には「特定外来生物による生態系等に係る被害の
防止に関する法律」といい、特定外来生物による生態
系、人の生命･身体､農林水産業への被害を防止するこ
とを目的としています。

外来生物法とは

もともと日本にいなかった外来種のうち、生態系などに
被害を及ぼすものについて特定外来生物として指定
し、飼育･栽培･保管･運搬､輸入､販売･譲渡､放出など
を原則として禁止しています。

特定外来生物とは

学術研究などの目的で、適正に管理することができる
施設を有している場合については、主務大臣の許可を
得ることで、特定外来生物の飼育･栽培･保管･運搬､輸
入などをすることができます。

飼養等の許可

特定外来生物と近縁の生物で、生態系などに被害を
及ぼすかどうか未判定である生物のことで、輸入しよう
とする場合は、事前に大臣に届け出る必要があります
ので、外来生物対策室までお問い合わせください。

未判定外来生物とは

令和２年11月２日改訂



令和２年11月２日現在

ほ 乳 類

鳥 類

爬 虫 類

両 生 類

魚 類

植 物

昆 虫 類

軟体動物等

クモ・サソリ類

以下の外来生物の輸入は法律により規制されています
● 外来生物法では、もともと日本に生息・生育していない生物（外来

生物）のうち、生態系などへ被害を及ぼし、もしくは及ぼすおそれがある
ものを「特定外来生物」、生態系などへ被害を及ぼすかどうか未判定の
ものを「未判定外来生物」、特定外来生物･未判定外来生物とよく似て
いる生物を「種類名証明書の添付が必要な生物」に指定しています。

● これらの生物を輸入できる場所は、成田国際空港、中部国際空港、
関西国際空港、福岡空港に限られています。

● 違法に輸入した場合、最高で３年以下の懲役又は300万円以下の
罰金（法人の場合は１億円以下の罰金）が科されます。

テナガコガネ属セイヨウオオマルハナバチ

フクロギツネ､ハリネズミ属､タイワンザル､カニクイザル､アカゲザル､ヌートリア､クリハラリス(タイワンリス) ､
フィンレイソンリス、タイリクモモンガ(エゾモモンガを除く)､トウブハイイロリス､キタリス(エゾリスを除く)､マ
スクラット､カニクイアライグマ､アライグマ､アメリカミンク､フイリマングース、ジャワマングース､シママングー
ス､アキシスジカ属､シカ属(ホンシュウジカ､ケラマジカ､マゲシカ､キュウシュウジカ､ツシマジカ､ヤクシカ､エゾ
シカを除く)､ダマシカ属､シフゾウ､キョン、タイワンザル × ニホンザル、アカゲザル × ニホンザル

オポッサム属、クスクス科、アフリカハリネズミ属（ヨツユビハリネズミを除く）、オオミミハリネズミ属、メセキヌス属、マカカ属（ニホンザルを
除く）、ハイガシラリス属､リス属（ニホンリスを除く）、イタチ属（オコジョ、ニホンイタチ､イイズナ､フェレット、チョウセンイタチを除く）、マン
グース科（スリカタ属を除く）､ホエジカ属、マカカ属に属する種間の交雑により生じた生物　※特定外来生物を除く

オポッサム科､クスクス科､アフリカハリネズミ属､ハリネズミ属､オオミミハリネズミ属､メセキヌス属､マカカ属、パカ科、フチア
科、パカラナ科､ヌートリア科､リス科、マスクラット属､アライグマ属､イタチ属､マングース科､アキシスジカ属､シカ属､ダマシ
カ属､シフゾウ、ホエジカ属、マカカ属に属する種間の交雑により生じた生物

カミツキガメ､ハナガメ、スウィンホーキノボリトカゲ、アノリス･アルログス、アノリス･アルタケウス、アノリス･ア
ングスティケプス、グリーンアノール､ナイトアノール､ガーマンアノール、アノリス･ホモレキス、ブラウンアノー
ル､ミドリオオガシラ､イヌバオオガシラ､マングローブヘビ､ミナミオオガシラ､ボウシオオガシラ､タイワンス
ジオ､タイワンハブ、ハナガメ × ニホンイシガメ、ハナガメ × ミナミイシガメ、ハナガメ × クサガメ

アノール属､ノロプス属､オオガシラ属､スジオナメラ（サキシマスジオを除く）､ハブ属（サキシマハブ､ハブ､トカラハブ）
※特定外来生物を除く

カミツキガメ科､イシガメ属､スウィンホーキノボリトカゲ､アノール属､ノロプス属、オオガシラ属､チャマダラヘビ属､スジオナ
メラ、ホウシャナメラ、ヤジリハブ属、ハブ属、ハナガメ × イシガメ科に属する他の種間の交雑により生じた生物

プレーンズヒキガエル､キンイロヒキガエル､オオヒキガエル､ヘリグロヒキガエル、アカボシヒキガエル､オー
クヒキガエル､テキサスヒキガエル､コノハヒキガエル､キューバズツキガエル(キューバアマガエル)､コキーコヤ
スガエル､ジョンストンコヤスガエル、オンシツガエル、アジアジムグリガエル、ウシガエル､シロアゴガエル

ヒキガエル属（ニホンヒキガエル､ミヤコヒキガエル､ナガレヒキガエル､テキサスミドリヒキガエル､ロココヒキガエル､ナンブヒキガエル､ガ
ルフコーストヒキガル､ヨーロッパミドリヒキガエルを除く)､ズツキガエル属､ブロンズガエル､ブタゴエガエル､リバーフロッグ､フロリダボッグフ
ロッグ､ミンクフロッグ､カーペンターフロッグ､シロアゴガエル属　※特定外来生物を除く

ヒキガエル属､ズツキガエル属､コヤスガエル属、アジアジムグリガエル、ウシガエル、ブロンズガエル､ブタゴエガエル､リバーフ
ロッグ､フロリダボッグフロッグ､ミンクフロッグ､カーペンターフロッグ､シロアゴガエル属
※ただし､幼生についてはカエル目全種

ガー科全種、ガー科に属する種間の交雑により生じた生物、オオタナゴ、コウライギギ、ブラウンブルヘッド、チャ
ネルキャットフィッシュ､フラットヘッドキャットフィッシュ、ヨーロッパナマズ（ヨーロッパオオナマズ）、カワカマス科、
カワカマス科に属する種間の交雑により生じた生物、カダヤシ､ガンブスィア・ホルブロオキ、ブルーギル､コクチバ
ス､オオクチバス､ラウンドゴビー、ナイルパーチ、ホワイトパーチ、ホワイトバス、ストライプトバス、ホワイトバス× 
ストライプトバス（サンシャインバス）、ラッフ、ヨーロピアンパーチ、パイクパーチ、ケツギョ､コウライケツギョ

アメイウルス属、イクタルルス属、サンフィッシュ科、モロネ科、ガドプスィス属、マクルロケルラ属（マーレーコッドを除く）、マククアリア属
（ゴールデンパーチを除く）、ペルキクテュス属、ギュムノケファルス属、ペルカ属、サンデル属、ズィンゲル属、ケツギョ属、モロネ科に属す
る種間の交雑により生じた生物　※特定外来生物を除く

ガー科全種、ガー科に属する種間の交雑により生じた生物、タナゴ属、ギバチ属､アメイウルス属、イクタルルス属、フラッ
トヘッドキャットフィッシュ、ナマズ属、カワカマス科、カワカマス科に属する種間の交雑により生じた生物、カダヤシ、ガンブ
スィア･ホロブロオキ、サンフィッシュ科、ネオゴビウス属、アカメ科、モロネ科、モロネ科に属する種間の交雑により生じた
生物、ナンダス科、ガドプスィス属、マクルロケルラ属、マククアリア属、ペルキクテュス属、ギュムノケファルス属、ペルカ
属、サンデル属、ズィンゲル属、ケツギョ属

アカボシゴマダラ（アカボシゴマダラ奄美亜種を除く）、クビアカツヤカミキリ、アングラートゥスマルバネクワガタ、バラデバマ
ルバネクワガタ、ギガンテウスマルバネクワガタ、カツラマルバネクワガタ、マエダマルバネクワガタ、マキシムスマルバネクワ
ガタ、ペラルマトゥスマルバネクワガタ、サンダースマルバネクワガタ、タナカマルバネクワガタ、ウォーターハウスマルバネク
ワガタ、テナガコガネ属(ヤンバルテナガコガネを除く)､クモテナガコガネ属、ヒメテナガコガネ属、セイヨウオオマルハナバチ、
ハヤトゲフシアリ、アルゼンチンアリ､ソレノプスィス・ゲミナタ種群、ソレノプスィス・サエヴィスィマ種群、ソレノプスィス・トゥリデ
ンス種群、ソレノプスィス・ヴィルレンス種群、上記4種群に属する種間の交雑により生じた生物、コカミアリ､ツマアカスズメバチ

マルハナバチ属（在来（亜）種及び特定外来生物を除く） アカボシゴマダラ、クビアカツヤカミキリ、ムネアカセンチコガネ科、マンマルコガネ科、ホソマグソクワガタ科、センチコガネ
属、ヒゲブトハナムグリ科、ニセコブスジコガネ科、アツバコガネ科、クワガタムシ科、アカマダラセンチコガネ科、クロツヤムシ
科、フユセンチコガネ科、コガネムシ科、コブスジコガネ科、マルハナバチ属、ハヤトゲフシアリ、アルゼンチンアリ、トフシアリ
属、コカミアリ、スズメバチ属

キョクトウサソリ科全種、アトラクス属、ハドロニュケ属、ロクソスケレス･ガウコ、ロクソスケレス・ラエタ、ロク
ソスケレス・レクルサ、ゴケグモ属（アカオビゴケグモを除く）

無し アトラスク属、ハドロニュケ属、イトグモ属、ゴケグモ属

カワヒバリガイ属､クワッガガイ､カワホトトギスガイ､ヤマヒタチオビ(オカヒタチオビ)､ニューギニアヤリガ
タリクウズムシ

ハプロトレマティダエ科、オレアキニダエ科、ヌリツヤマイマイ科、スピラクスィダエ科、ネジレガイ科（ソメワケダワラガイ、コメツブダワラガ
イ、ツヤダワラガイ、タワラガイ、ミヤコダワラガイ、ヨナクニダワラガイを除く）、オカチョウジガイ科（マルオカチョウジガイ、オカチョウジガ
イ、オオオカチョウジガイ、ユウドウオカチョウジガイ、トクサオカチョウジガイ、シリブトオカチョウジガイ、ホソオカチョウジガイ、サツマオカ
チョウジガイ、オオクビキレガイ、オカクチキレガイを除く）　※特定外来生物を除く

カワヒバリガイ属、クワッガガイ､カワホトトギスガイ、ハプロトレマティダエ科、オレアキニダエ科、ヌリツヤマイマイ科、スピラク
スィダエ科、ネジレガイ科、オカチョウジガイ科、ニューギニアヤリガタリクウズムシ

ナガエツルノゲイトウ、ブラジルチドメグサ、ボタンウキクサ(ウォーターレタス)､アゾルラ･クリスタータ、オオキンケイギク､ミズヒマワリ､
ツルヒヨドリ、オオハンゴンソウ､ナルトサワギク､アレチウリ､ナガエモウセンゴケ、オオフサモ(パロットフェザー)､エフクレタヌキモ、ウトゥ
リクラリア・インフラタ、ウトゥリクラリア・プラテンスィス、ルドウィギア･グランディフロラ、ビーチグラス、スパルティナ属、オオカワヂシャ

ヒュドロコティレ・ボナリエンスィス、ヒュドロコティレ・ウンベルラタ ツルノゲイトウ属、チドメグサ属、ボタンウキクサ、アカウキクサ属、ハルシャギク属、ミズヒマワリ属、ツルギク属、オオハ
ンゴンソウ属、キオン属、アレチウリ属、モウセンゴケ属、フサモ属、タヌキモ属、チョウジタデ属、オオハマガヤ属、スパル
ティナ属、クワガタソウ属

カナダガン､ガビチョウ､カオグロガビチョウ､カオジロガビチョウ､ソウシチョウ、シリアカヒヨドリ、ヒゲガビチョウ ブランタ属(シジュウカラガン､ヒメシジュウカラガン､コクガンを除く)､チメドリ科　※特定外来生物を除く ブランタ属､チメドリ科、シロガシラ属全種

ディケロガンマルス属の全種　※特定外来生物を除く ディケロガンマルス属、ザリガニ科、アメリカザリガニ科、アジアザリガニ科、ミナミザリガニ科、モクズガニ属

特定外来生物 未判定外来生物 種類名証明書の添付が必要な生物
● 輸入､飼育･栽培･保管･運搬､販売･譲渡､放出などが原則禁止
● 学術研究などの目的で適正に管理できる施設を有している

場合は飼養等の許可を受けることができる
● 輸入する者は飼養等の許可を有していることが必要で、

税関で許可証と輸出国の政府機関等が発行する種類名を
証明する書類を提出することが必要

● 輸入する場合は事前に主務大臣に届出が必要
● 届出後の主務大臣の判定の結果、被害を及ぼす

おそれのある生物は特定外来生物に指定
● 届出後の主務大臣の判定の結果、被害を及ぼす

おそれがないとされたものでなければ輸入
できない

● 特定外来生物や未判定外来生物と外見が似ている
生物を指定

● 輸入するためには、輸出国の政府機関等が発行する
種類名を証明する書類を税関に提出することが必要

● 種類名証明書には、種の学名と数量が記載されている
ことが必要

未判定外来生物

大臣の判定（最長で６ヶ月）

特定外来生物
に指定 規制無し

被害を及ぼすおそれ

届出

有り 無し

甲 殻 類 ディケロガンマルス・ヴィルロスス、 ザリガニ科全種 、アメリカザリガニ科全種（アメリカザリガニを除く）、アジアザリ
ガニ科全種（ニホンザリガニを除く）、ミナミザリガニ科全種、モクズガニ属（モクズガニ、オガサワラモクズガニを除く）


